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ガスX線検出器 GMC のコリメータ開口率の評価
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NinjaSat は日本初の 6U サイズ (10×20×30 cm3) の超小型X線衛星であり、2–50 keV に感度を持つ非撮像型
ガスＸ線検出器 (Gas Multiplier Counter; GMC) を 2台搭載している。GMC には、穴径 600 µm、桟幅 100 µm
のハニカム構造を持つ 50 µm 厚のステンレス製メッシュを 300枚積層して製作した金属コリメーターが取り付
けられている。設計上の視野角は約 2.1◦ (FWHM)、開口率は 73.5% であり、NanoAvionics社の衛星バス M6P
による姿勢制御と組み合わせることで、0.1◦ 以下（2σ）の指向精度で天体をポインティング観測できる。
本研究では、GMC の有効面積に直接影響するコリメータの開口率を、軌道上の観測データを用いて評価するこ

とを目的とする。かに星雲を中心に、GMCの視野角全体をカバーする±3◦の範囲にわたって、角速度 0.05◦ sec−1

でのスキャン観測を複数回実施し、GMC の光軸と天体のなす角度に対する X線強度の関係を取得した。解析式
を用いたフィッティングにより、GMC1 と GMC2 の開口率はそれぞれ 70.9±1.4%、72.2±1.3% と求まり、両者
が 1σ誤差の範囲で一致することを確認した。これらの値は設計値 (73.5%)とも 2σ範囲内で良く整合している。
本講演では、超小型衛星によるスキャン観測時の姿勢安定度と、コリメータ開口率の評価結果について報告する。


